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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）／

財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，

日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO/IEC 22050:2002，Information 

technology－Data interchange on 12.7 mm，384-track magnetic tape cartridges－Ultrium-1 format を基礎として用

いた。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任をもたない。 

JIS X 6175 には，次に示す附属書がある。 

附属書 A（規定）ビットシフトの測定 

附属書 B（規定）広帯域信号対雑音比測定 

附属書 C（規定）テープの研磨性試験方法 

附属書 D（規定）LTO カートリッジメモリ 

附属書 E（規定）テープ曲げ剛性試験 

附属書 F（規定）LTO CM の電気的インタフェース 

附属書 G（参考）輸送条件 

附属書 H（参考）不良テープ 

附属書 I（参考）ベンダコードリスト 
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日本工業規格          JIS 
 X 6175：2006 
 (ISO/IEC 22050：2002) 

情報技術－情報交換用 12.7 mm 幅， 
384 -トラック磁気テープカートリッジ－ 

ウルトリウム 1 様式 
Information technology－ 

Data interchange on 12.7 mm, 384-track magnetic tape cartridges－ 
Ultrium-1 format 

 
序文 この規格は，2002 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 22050:2002，Information technology－Data 

interchange on 12.7 mm，384-track magnetic tape cartridges－Ultrium-1 format を翻訳し，技術的内容及び規格

票の様式を変更することなく作成した日本工業規格である。 

 

1. 適用範囲 この規格は，12.7 mm 幅の磁気テープを用い，装置間での物理的互換性をとりデータ交換

を可能にするために磁気テープカートリッジの物理的特性, 磁気的特性, 記録信号品質，記録方式及び記録

様式について規定する。この様式は，可変長の論理レコード，高速検索及びデータ圧縮用の登録アルゴリ

ズムの使用を可能とする。 

この規格は，ケースに収めたテープ長による 4 タイプのカートリッジを対象とする。これら 4 タイプは，

タイプ A，タイプ B，タイプ C 及びタイプ D と呼び，公称容量は，それぞれ，100GB，50GB，30GB 及び

10GB である。 

備考 1GB は，1 000 000 000 バイトとする。 

システム間の情報交換には少なくとも，交換符号，交換カートリッジ内の情報の構造及びラベリングに

ついて，交換するグループ間の合意を必要とする。 

この規格は，ISO/IEC 22091 とともに使用しなければならない。 

この規格は，ラベルとファイル構成の規格，例えば JIS X 0601 とともにデータ処理システム間のデータ

交換について規定する。 

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。 

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。 

ISO/IEC 22050:2002，Information technology－Data interchange on 12.7 mm，384-track magnetic tape 

cartridges－Ultrium-1 format (IDT) 

 

2. 適合性  

2.1 磁気テープカートリッジ テープカートリッジは，この規格のすべての必要要求事項を満たすとき，

この規格に適合する。このテープ要求事項は，テープ全領域にわたって満たすこととする。 
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